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号

　　　  「近助」で取り組む民生児童委員活動  班活動のさらなる展開を目指して

●民児協活動紹介　神楽鳩子の訪問日記①　●100年のあゆみから学ぶ　●都民連通信　
●キラリ☆この人　●東社協コーナー　●活動記録あれこれ　●ミンジーレポート　●編集後記

深川八幡祭り
（江東区）

東 散京 歩
　８月１５日を中心に行われる深川八幡祭りは、江東区の富岡八幡宮の祭礼で、「江戸三大祭」
の一つに数えられています。別名「水掛け祭」とも呼ばれ、担ぎ手への水掛けであれば誰でも
参加できます。今年は３年に１度の本祭りで、8月17日には50基以上の大神輿による連合渡

と

御
ぎょ

が行われます。その様子はこの祭りならではの迫力で圧巻です。

交通アクセス：富岡八幡宮の所在地　東京メトロ東西線「門前仲町」駅より徒歩３分　　(写真提供：江東区）
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家
族
と
暮
ら
し
、
周
囲
と

支
え
合
い
、
社
会
の
中
で
生
き

る
―
そ
ん
な
当
た
り
前
の
営
み

が
変
化
し
、
孤
立
・
孤
独
等
の

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
課
題
の
解

決
や
頻
発
す
る
災
害
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
連
携
・
協
力
す

る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
急
激
な
少
子
高
齢
化

で
、
生
産
人
口
が
減
少
に
転
じ
、

労
働
者
の
４
割
が
非
正
規
雇
用

と
い
う
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
背

景
と
し
た
高
い
貧

※

困
率
と
格
差

の
中
で
、
世
帯
の
経
済
的
基
盤

は
脆
弱
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世

帯
を
築
く
だ
け
の
収
入
が
な
い

若
者
の
晩
婚
化
は
進
み
、
男
性

の
５
人
に
１
人
は
生
涯
未
婚
の

ま
ま
で
す
。
世
帯
構
成
で
は
単

身
世
帯
が
３
割
と
な
り
、
平
均

世
帯
人
員
数
も
2
・
4
人
に
ま

で
縮
小
し
ま
し
た
。

　

個
々
人
の
自
助
を
支
え
て
き

た
家
族
が
い
な
い
現
状
の
世
帯

構
成
で
は
、
若
者
も
高
齢
者
も

失
業
や
疾
病
等
に
よ
り
生
活
が

立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
際
、
直

ち
に
公
的
支
援
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、「
公
助
」
へ
の
依

存
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

　

肥
大
化
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
拡

充
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
制
度
の

谷
間
に
陥
る
人
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
膨
ら
み
続
け
る
社
会
保

障
費
の
財
源
確
保
の
問
題
か
ら
、

年
金
・
介
護
等
の
制
度
の
見
直

し
も
進
ん
で
お
り
、
地
域
の
担

う
「
共
助
の
確
立
」
が
急
が
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
共
助
の
担
い

手
と
し
て
、
民
生
児
童
委
員
へ

の
期
待
は
高
ま
る
一
方
で
す
。

　

共
助
の
地
域
社
会
の
土
台

と
な
る
の
は
「
近
助
」
の
力
で

す
。
日
頃
か
ら
ご
近
所
付
き
合

い
を
深
め
る
こ
と
で
、
住
民
の

生
活
問
題
の
発
見
や
い
ざ
と
い

う
と
き
の
手
助
け
に
つ
な
が
り

ま
す
。「
近
助
」
は
、各
人
の
「
自

助
」
と
地
域
の
「
共
助
」
を
結
ぶ
、

要か
な
め

と
い
え
ま
す
。
こ
の
近
助
の

視
点
で
民
生
児
童
委
員
活
動
に

取
り
組
む
の
が
「
班
活
動
」
な

の
で
す
。

　

班
活
動
は
、「
複
数
担
当
地
域

性
」
と
も
呼
ば
れ
、
本
会
が
指

定
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
業

と
し
て
、
十
年
に
わ
た
り
検
証

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
一
人
一
地
区
担
当
を
基
本
と
し

な
が
ら
、
近
接
地
域
の
委
員
が

班
を
組
み
、
班
で
情
報
交
換
を

行
う
こ
と
で
悩
み
や
負
担
を
分

か
ち
合
い
、
互
い
の
経
験
に
学

び
な
が
ら
、協
力
し
て
個
別
ケ
ー

ス
や
小
地
域
活
動
に
も
取
り
組

み
ま
す
。
委
員
活
動
を
行
う
上

で
の
隣
組
と
も
い
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
班
活
動
を
通
じ
て
、

民
児
協
全
体
の
委
員
同
士
の
支

え
合
い
を
促
進
し
、
地
域
福
祉

活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

班
活
動
は
、
委
員
の
た
め

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

住
民
に
と
っ
て
も
、
利
点
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
住
民
の
中

に
は
顔
見
知
り
の
委
員
に
は
相

談
し
に
く
い
と
考
え
る
人
も
い

ま
す
。
支
援
が
必
要
な
と
き
に
、

担
当
地
区
の
委
員
が
不
在
と
い

う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
班

員
同
士
が
日
頃
か
ら
情
報
交
換

を
行
い
、
他
地
区
の
委
員
も
対

応
で
き
る
体
制
を

整
え
て
お
く
こ
と

は
、
住
民
に
と
っ

て
も
利
便
性
が
高

ま
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
複
数
の

委
員
が
地
域
を
見

守
っ
て
く
れ
る
と

い
う
安
心
感
に
も

つ
な
が
る
こ
と
で

向
こ
う
三
軒
両
隣
、
地
域
の
連
帯
を
再
構
築
す
る

挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
近
助
」
で
取
り
組
む

民
生
児
童
委
員
活
動

班
活
動
の
さ
ら
な
る
展
開
を

目
指
し
て

特集
【近助の視点で取り組む班活動の概念図】

自助 自分のことは自分で ＝ 委員個人としての活動

近助 ご近所同士で ＝ 班としての活動

共助 地域で ＝ 民児協としての活動

公助 国・自治体で ＝ 行政等への協力活動

※�相対的貧困率：所得が国民の平均値の半分に満たない人の割合。日本は世界
第４位（最新データ：2009年で16％　厚生労働省発表）となっている。

△班

○班

F委員
70歳

G委員
56歳

E委員
69歳

B委員
68歳

A委員
63歳

C委員
59歳 D委員

70歳

【班編成のイメージ】

 
 

公助 

共助

自助

近助

揺
ら
ぐ
自
助
、膨
ら
む
公
助
、

求
め
ら
れ
る
共
助
。

近
助
の
仕
組
み
「
班
活
動
」
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し
ょ
う
。

　

ま
た
複
数
の
委
員
が
個
別
支

援
に
関
わ
る
こ
と
で
、
一
人
で
は

気
が
付
き
に
く
い
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
性
差
や

経
験
差
を
補
い
合
う
こ
と
で
よ

り
適
切
な
支
援
が
可
能
と
な
り
、

支
援
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

平
成
22
〜
25
年
度
の
３
年

間
、
本
事
業
に
取
り
組
ん
だ
豊

島
区
長
崎
第
一
地
区
（
定
数
37

名
、
５
班
）
で
は
、「
受
け
身
の

姿
勢
か
ら
、
働
き
か
け
る
支
援

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
）」
を
テ
ー
マ

に
、
各
班
が
切
磋
琢
磨
し
、
サ

ロ
ン
や
映
画
会
、
防
災
・
安
全

講
習
会
、
町
会
・
自
治
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
の
情
報
交
換
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る
小
地
域
活

動
を
展
開
し
ま
し
た
。
会
場
は
、

各
班
の
地
域
に
あ
る
区
民
セ
ン

タ
ー
の
他
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
銭
湯
な
ど
地
域
の
資
源
を

有
効
に
活
用
し
ま
し
た
。

　

班
単
位
で
小
地
域
活
動
を

行
う
こ
と
で
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
関
係
団
体
・
機
関
に
活

動
を
Ｐ
Ｒ
で
き
、
連
携
が
深
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
退
任
委
員

の
協
力
も
得
る
こ
と
で
、
長
年

地
域
で
培
っ
た
人
脈
や
豊
か
な

経
験
を
後
任
の
委
員
に
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
よ

り
班
員
同
士
が
小
地
域
で
課
題

を
共
有
し
、
班
が
自
主
的
に
自

由
な
発
想
で
取
り
組
む
こ
と
で
、

委
員
活
動
へ
の
理
解
や
意
欲
が

高
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
地
域

住
民
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
へ
の

発
展
を
企
図
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
同
時
期
に
取
り
組
ん

だ
小
平
市
（
定
数
1
3
7
名
、

全
6
地
区
、
各
地
区
４
～
６
班
）

で
は
、「
よ
り
よ
い
個
別
支
援
〜

お
互
い
さ
ま
の
助
け
合
い
」
を

テ
ー
マ
に
、
委
員
自
身
が
孤
立

し
な
い
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
た
。
小
平
市
で
は
、
新
任

委
員
の
割
合
が
高
く
活
動
に
不

安
を
抱
え
る
委
員
も
多
い
こ
と

か
ら
、
活
動
の
悩
み
や
担
当
す

る
事
例
、
地
域
の
情
報
や
課
題

を
共
有
す
る
班
で
の
情
報
交
換

（
班
会
）
を
重
視
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
互
い
の
担
当
区

域
や
地
域
の
資
源
を
確
認
す
る

町
歩
き
や
事
例
検
討
、
訪
問
同

行
、
複
数
に
よ
る
ケ
ー
ス
対
応

へ
結
び
付
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

班
活
動
を
通
じ
て
委
員
同
士
が

互
い
の
活
動
を
知
り
合
う
こ
と

で
、
区
域
割
や
主
任
児
童
委
員

の
地
域
割
の
見
直
し
が
円
滑
に

進
み
、
組
織
の
活
性
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　

両
地
区
で
活
動
を
始
め
た

当
初
、
そ
の
目
的
や
効
果
が
理

解
で
き
ず
、
新
た
な
取
り
組
み

と
な
る
班
活
動
へ
の
負
担
感
を

持
つ
委
員
も
い
ま
し
た
。
し
か

し
３
年
間
の
取
り
組
み
を
経
て

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
負

担
で
あ
っ
た
」
と
す
る
委
員
は

わ
ず
か
５
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

取
り
組
ん
で
「
良
か
っ
た
」
と

の
声
が
８
割
に
上
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
都
内
3
9
9
地
区
民

児
協
の
内
、
班
活
動
に
取
り
組

む
地
区
は
３
割
程
で
す
。
都
民

連
で
は
、「
近
助
」
で
進
め
る
民

生
児
童
委
員
活
動
と
し
て
、「
班

活
動
」
の
さ
ら
な
る
展
開
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
右
の
表
を

参
考
に
、
あ
な
た
の
地
区
で
も

「
班
活
動
」
を
取
り
入
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

こ
の
特
集
記
事
は
、
平
成
26
年
５
月

23
日
に
実
施
さ
れ
た
協
議
員
研
修

会
の
内
容
を
も
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

班
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
地
区

会
長
と
区
市
町
村
事
務
局
に
配
布
し

て
お
り
ま
す
研
修
資
料
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

負担であった
5.0%

負担とは
感じなかった

72.7%

どちらとも
いえない
22.3%

良かった
79.2%

どちらとも
いえない
17.5%

良くなかった
3.3%

【班活動の負担感】【班活動に取り組んだ感想】

●STEP1…近隣地区の委員同士で班を組む
（地区特性や性差・経験差等に配慮）

●STEP2…班員同士、互いの活動や地域を知り合う
（情報交換）

●STEP3…班で活動してみる
（相互学習、ケース対応、小地域活動）

●STEP4…班での活動を全体で共有する
（報告、検証、改善、民児協の組織対応）

班活動の進め方

班
活
動
の
実
践
と
効
果

「
班
活
動
」
の
す
す
め
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練
馬
区
関・立
野
地
区
　
　

高
齢
者
宅
に
　
　
　
　

お
弁
当
宅
配

　「
こ
ん
に
ち
は
！
　
お
変
わ

り
な
い
で
す
か
」
そ
う
呼
び
掛

け
る
民
生
児
童
委
員
が
手
に

し
て
い
る
の
は
、
手
作
り
の
温

か
い
お
弁
当
で
す
。

　
昭
和
58
年
に
給
食
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
発
足
さ
れ

始
ま
っ
た
活
動
は
、
平
成
13

年
に
区
か
ら
の
委
託
業
務
が

終
了
し
た
後
も
、
地
域
福
祉

は
地
域
の
人
た
ち
の
協
力
で

と
、
現
在
の
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
な
の
は
な
」
に

引
き
継
が
れ
ま

し
た
。

　
毎
週
1
回
、

約
70
食
を
調
理
し
、
配
達
す

る
の
は
民
生
児
童
委
員
と
О

B
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
食
事
作
り
が
困
難
に

な
り
お
弁
当
を
買
っ
て
き
た

り
、
食
べ
な
い
人
が
多
く
な
っ

て
い
る
現
状
を
知
り
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
食
材
を

組
み
合
わ
せ
、
季
節
に
合
っ

た
献
立
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

毎
週
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
委
員
同
士
が
交
流
し
情
報

交
換
が
で
き
る
他
、
配
達
に

は
、
若
年
認
知
症
の
施
設
の

方
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、

社
会
参
加
の
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
過
去
、
訪
問
時
に
高
齢
者

が
倒
れ
て
い
て
、
す
ぐ
に
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
げ
、
助

か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
認
知
症
の
方
が
増
え
、
日

に
ち
や
時
間
を
忘
れ
て
留
守

の
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
何
回

も
訪
問
し
て
手
渡
し
し
、
様

子
を
把
握
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　「
い
つ
も
と
っ

て
も
お
い
し
い

わ
。
あ
り
が
と

う
」
と
笑
顔
で

心
待
ち
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

八
王
子
市
第
13
地
区
　
　

子
ど
も
教
室
　
　
　
　

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

　
平
成
14
年
に
完
全
学
校
週

休
5
日
制
が
始
ま
っ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、「
地
域
に
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
を
」
と
、
民

生
児
童
委
員
と
赤
十
字
奉
仕

団
、
青
少
年
育
成
指
導
員
と

地
域
の
有
志
者
が
協
力
し
て
、

八
王
子
市
立
山
田
小
学
校
に

お
い
て
、「
学
校
外
活
動
推
進

委
員
会
」
を
始
め
ま
し
た
。
地

域
住
民
が
講
師
と
な
り
、
囲

碁
や
押
し
花
、
将
棋
な
ど
の

教
室
を
開
催
す
る
こ
の
取
り

組
み
に
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
や
地
域
住
民
も

参
加
で
き
ま
す
。

　
現
在
、「
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー

ル
」
と
し
て
、
毎
月
第
一
土
曜

日
に
開
催
し
、
傷
害
保
険
、
教

材
費
を
含
め
て
年
間
千
円
の

参
加
費
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
は
、
当
日
の

受
付
を
行
い
、
何
か
の
折
に
対

応
で
き
る
よ
う
控
え
ま
す
。
内

容
は
、
数
年
前
に
発
足
し
た

P
T
A
と
と
も
に

企
画
・
検
討
し
て

お
り
、今
年
度
は
、

書
道
、
英
語
の
定
期
的
な
教

室
が
始
ま
っ
た
他
、
マ
ジ
ッ
ク

や
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
食
育
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
災
害
体
験

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
1

月
に
行
う
餅
つ
き
大
会
は
、
地

域
住
民
が
7
0
0
人
も
集
ま

る
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
学

年
を
超
え
て
の
交
流
の
場
や

地
域
の
お
と
な
と
知
り
合
え
る

機
会
に
も
な
り
、
豊
か
な
情

操
教
育
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
お
は
よ
う
！
」
地
域
住
民

か
ら
子
ど
も
た
ち
に
、
自
然
と

声
が
掛
か
り
ま
す
。
活
動
を

通
し
て
、
人
と
人
と
が
つ
な
が

り
、
地
域
一
帯
が
子
ど
も
た
ち

の
居
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

神
楽
鳩
子
の

訪
問
日
記
①

民
生
児
童
委
員
の
神
楽
鳩
子
が
、

都
内
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
を
取
材
し
、
そ
の
魅
力

を
ご
紹
介
し
ま
す
！

▲ご飯とフルーツもついて
　1食500円

▲書道教室
　集中力も養われます

民
児
協

活
動
紹
介

　  地域を巻き込んだ
ことで、子どもたちを見
守ってくれるおとなが増
えて、安心ですね。子ど

もは地域の宝。
人がつながる
素敵な活動で
した!

　思いやりがぎゅっと
詰まったお弁当。自分を
気遣ってくれる人が地域
にいる安心感も届いてい

ました。関わる
人みんなが笑顔
だったことが印
象的です！
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平
成
29
年
、
民
生
委
員
制
度
は

1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
れ
か
ら

11
回
に
わ
た
り
、
民
生
児
童
委
員

の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。
今
回

は
、
コ
ー
ナ
ー
の
概
要
と
、
記
事

を
通
し
て
お
伝
え
し
た
い
趣
旨
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

制
度
の
源
流
を
訪
ね
て

　

民
生
委
員
制
度
の
源
は
、
年
表

に
も
あ
る
よ
う
に
、「
済
世
顧
問
制

度
」
と
「
方
面
委
員
制
度
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
制
度
に

前
後
し
て
、
東
京
で
は
東
京
府
慈

善
協
会
救
済
委
員
が
独
自
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
正

９
年
に
下
谷
区
と
深
川
区
に
初
め

て
方
面
委
員
が
設
置
さ
れ
て
か
ら

普
及
が
進
み
、
救
済
委
員
は
発
展

的
に
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
11
年
に
は
東
京

府
市
全
域
に
方
面
委
員
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

貧
困
者
救
済
へ
の
熱
い
思
い

　

方
面
委
員
が
活
動
し
て
い
た
大

正
期
か
ら
戦
前
に
か
け
て
は
、
国

の
生
活
困
窮
者
対
策
も
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

委
員
の
社
会
調
査
活
動
か
ら
生

活
困
窮
者
の
実
態
が
明
ら
か
に
な

り
、
国
は
昭
和
４
年
に
救
護
法
を

公
布
し
ま
し
た
が
、
緊
縮
財
政
政

策
に
よ
り
、
実
施
の
め
ど
は
立
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
全
国
の
方
面
委
員
の

代
表
者
な
ど
は
救
護
法
実
施
促
進

期
成
同
盟
を
結
成
し
、
一
日
も
早

い
施
行
を
目
指
し
て
各
方
面
へ
強

力
に
働
き
掛
け
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
事
態
が
進
展
し
な
い
た
め
、
代

表
者
た
ち
は
、
請
願
書
を
持
参
し

て
真
冬
の
皇
居
前
に
整
列
し
、
上

奏
を
試
み
る
と
い
う
最
終
手
段
に

出
た
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
熱
意
が
実
を
結
び
、

救
護
法
は
施
行
か
ら
３
年
越
し
で

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
方
面

委
員
は
、
救
護
事
務
を
取
り
扱
う

補
助
機
関
と
し
て
、
密
接
に
関
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
の
委
員
の
足
跡

　

1
0
0
年
の
歴
史
を
振
り
返
る

上
で
は
、
東
京
で
活
動
さ
れ
た
先

輩
委
員
の
功
績
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

昭
和
21
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
大
会
に
お
い
て
、
東
京
都
か
ら

た
び
た
び
活
動
に
関
す
る
提
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
昭
和
27
年
の
第
７
回

大
会
で
は
、
民
生
委
員
が
要
保
護

世
帯
を
一
人
一
世
帯
で
も
更
生
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
す
「
世
帯
更
生
運

動
」
を
提
案
し
、
直
ち
に
民
生
委

員
の
自
主
活
動
と
し
て
実
行
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
運

動
は
、
後
に
世
帯
更
生
資
金
貸
付

制
度
と
し
て
具
体
化
さ
れ
、
現
在

も
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
と
い

う
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一
つ
と
し

て
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
あ
ゆ
み
を
学
ぶ

　

世
界
に
も
類
を
見
な
い
福
祉
の

仕
組
み
で
あ
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
制
度
。
次
号
か
ら
は
、
制
度

の
黎
明
期
か
ら
、
東
京
都
の
方
を

中
心
に
、
先
人
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
思
い
で
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て

き
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
様

子
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
じ
て
、
次
の

1
0
0
年
に
向
け
て
、
活
動
に
取

り
組
む
思
い
を
新
た
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

民生委員制度関連略年表
大正6（1917）年5月 岡山県で「済世顧問制度」発足

大正7（1918）年10月 大阪府で「方面委員制度」発足

大正9（1920）年11月 東京市方面委員規程制定（東京市に方面
委員設置）

昭和4（1929）年4月 救護法公布

昭和7（1932）年1月 救護法施行（方面委員は補助機関に）

昭和7（1932）年9月 東京市方面委員連盟（東京都民生児童委
員連合会の前身）結成

昭和11（1936）年11月 方面委員令公布（方面委員の活動が全国
統一的に運用されることとなった）

昭和21（1946）年9月 民生委員令および生活保護法公布

昭和22（1947）年12月 児童福祉法公布（民生委員は児童委員に
充てられることが規定される）

昭和23（1948）年7月 民生委員法公布

昭和25（1950）年5月 生活保護法改正（民生委員は協力機関に）

昭和30（1955）年8月 世帯更生資金（現生活福祉資金）貸付制
度創設

昭和43（1968）年 民生委員による全国初の「在宅ねたきり老
人実態調査」の実施

昭和52（1977）年3月 「民生委員・児童委員の日」制定

平成6（1994）年1月 主任児童委員制度の創設

平成12（2000）年6月 民生委員法の一部改正（住民の立場に立っ
た活動の明記、名誉職規定の削除等）

平成13（2001）年12月 児童福祉法及び民生委員法一部改正（主
任児童委員の法定化、児童委員の職務の
明確化等）

平成29（2017）年5月 民生委員制度創設100周年

「民生委員・児童委員の手引き　平成25年度版」（東京都福祉保健局発行）および
「あなたのまちの民生委員・児童委員」（全民児連発行）をもとに作成

100年の
あゆみから
学ぶ

5 都民連だより　平成 26 年 7 月（第 50 巻 1号）



●	風呂敷  900円
●	クールキーパー450円
●	便箋  200円

　※一部例示

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
の
5
月

12
日
か
ら
18
日
ま
で
を「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
活
動
強
化
週
間
」
と

し
、
全
国
的
に
普
及
・
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

都
段
階
で
は
パ
レ
ー
ド
や
都
庁
で
の
パ
ネ
ル
展
示
を
、

各
地
区
段
階
で
は
パ
ネ
ル
展
示
等
を
行
い
、
複
合
的
、

重
層
的
な
普
及
・
啓
発
を
展
開
し
ま
し
た
。

1
5
0
0
人
の
　
　
　

パ
レ
ー
ド

　

青
空
の
下
、
民
生
児
童

委
員
と
楽
団
等
合
わ
せ
て

1
5
0
0
人
が
、
新
宿
通
り
の

伊
勢
丹
前
か
ら
新
宿
駅
前
ま

で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
各
地
区

色
と
り
ど
り
の
ウ
ィ
ン
ド
ブ

レ
ー
カ
ー
等
を
身
に
ま
と
い
、

笑
顔
で
そ
ろ
い
の
バ
ン
ダ
ナ
を

振
り
な
が
ら
、
活
動
内
容
を

記
し
た
横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗

を
持
っ
て
、
民
生
児
童
委
員
活

動
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
主
任
児
童
委
員

制
度
20
周
年
を
記
念
し
、
各

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
等
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
駆
け
つ
け
て

く
れ
て
、
大
変
盛
り
上
が
り
の

あ
る
パ
レ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

知
っ
て
く
だ
さ
い
　
　

私
た
ち
の
活
動
を

　

各
地
区
で
は
、
パ
ネ
ル
展
示

等
で
そ
の
存
在
を
地
域
住
民

や
関
係
機
関
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。
地
域
の

活
動
写
真
を
掲

載
し
た
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
り
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な

ど
、
各
地
区
で
工
夫
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
地
区

で
、
5
月
の
広
報
紙
に
活
動

紹
介
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト

　

震
災
遺
児
・
孤
児
の
支
援
の

た
め
の
「
東

日
本
大
震
災

子
ど
も
応
援

募
金
」。
募

金
活
動
を
風

化
さ
せ
な
い

た
め
、
6
月

11
日
に
、
文

京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
て
、
第
2

回
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委

員
合
唱
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

都
内
16
地
区
の
合
唱
隊
が
美

し
い
歌
声
を
披
露
し
、
会
場
は

惜
し
み
な
い
拍
手
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
会
場
の
外
で
は
ミ
ン
ジ
ー

グ
ッ
ズ
を
頒
布
し
、
併
せ
て
募
金

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
閉

会
式
に
お
い
て
、
来
場
者
全
員
で

N
H
K
「
明
日
へ
」
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲

く
」
を
歌
い
、
一
人
ひ
と
り
が
東

北
の
子
ど
も
た
ち
に
心
を
寄
せ
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

※
ミ
ン
ジ
ー
グ
ッ
ズ
は
引
き
続
き
頒
布
し

て
い
ま
す
。
各
地
区
行
政
ま
た
は
都
民

連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ミンジーのほかに14キャラクターが大集合！

正副会長、常務委員が被災地を訪問し、
皆さまの善意を直接お渡ししました。

被災地支援活動の功績に対し、
厚生労働大臣より感謝状が贈ら
れました。

都民連 通信
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全
都
の
委
員
が
一
体
と
な
っ 

て
活
動
し
て
い
く
た
め
に
、
区 

市
郡
支
庁
民
生
児
童
委
員
協
議 

会
と
の
連
絡
調
整
や
、
地
区
民 

児
協
同
士
の
情
報
交
換
・
連
絡 

の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
全
国
民
生
委
員
児
童 

委
員
連
合
会
や
東
京
都
社
会
福 

祉
協
議
会
、
東
京
都
と
の
連
絡 

調
整
を
始
め
、
関
係
機
関
と
の 

連
絡
調
整
を
進
め
ま
し
た
。 

          

             

本
会
で
は
、
事
業
に
つ
い
て

企
画
・
検
討
す
る
正
副
会
長
会

や
常
務
委
員
会
の
他
、
事
業
・

活
動
の
方
針
づ
く
り
や
機
関
紙

編
集
な
ど
の
会
議
を
設
け
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
事
業
・
活
動

の
方
針
づ
く
り
や
活
動
上
の
課

題
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
だ
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
民
生
児

童
委
員
や
関
係
者
を
交
え
て
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

        

     

都
民
連
が
実
施
す
る
研
修
は
、 

独
自
に
行
う
自
主
研
修
や
東
京 

都
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う
受 

託
研
修
の
他
、
関
係
機
関
・
団 

体
が
主
催
す
る
研
修
会
へ
委
員 

を
派
遣
・
推
薦
す
る
派
遣
研
修
・ 

協
力
研
修
が
あ
り
ま
す
。 

              
 

       

                                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                        

調
査
・
研
究
・
広
報
に
関
す 

る
各
事
業
を
通
じ
て
、
東
京
都 

の
民
生
児
童
委
員
活
動
の
振
興 

に
資
す
る
と
と
も
に
、
民
生
児 

童
委
員
活
動
を
進
め
る
に
あ
た 

っ
て
当
面
す
る
課
題
、
今
後
の 

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
方 

策
を
検
討
し
ま
し
た
。 

①
協
議
員
総
会 

 
 
 
 

〔
２
回
〕

②
常
任
協
議
員
会       

〔
１１
回
〕

③
児
童
委
員
、
児
童
相
談
所
、
学
校
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の

関
係
機
関
に
よ
る
地
区
連
絡
協
議

会 
 
 
 
 

〔
５７
区
市
町
村
〕

④
区
市
町
村
民
生
児
童
委
員
事
務
担

当
者
連
絡
協
議
会     

〔
２
回
〕

⑤
受
章
祝
賀
お
よ
び
改
選
期
懇
談
会

 
 
 
 
 
 
      

 

〔
１
回
〕

 

連絡・ 

  調整 

調査・ 

  研究・ 

   広報 

 

企画・

運営 

 

研修 

 

去
る
5
月
23
日
、
東
京
都
庁
に
て
、
平
成
26
年

度
協
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
事
業 

報
告
・
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
そ
の
内
容
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

⑤
常
任
協
議
員
研
修 

 

〔
１
回
〕

【
部
会
活
動
推
進
事
業
】 

 

各
地
区
民
児
協
の
部
会
活
動
推

進
の
た
め
、
経
費
の
一
部
を
助
成

し
、
３
年
間
の
部
会
活
動
を
ま
と

め
た
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

 ★
受
託
研
修
★ 

①
新
任
研
修 

 

４
月
期
・
７
月
期
に
委
嘱
さ
れ

た
委
員
な
ら
び
に
一
斉
改
選
で
委

嘱
さ
れ
た
委
員
の
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
特
に
改
選
期
は
、
１２
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
全
１０
コ
ー
ス
・

の
べ
２３
日
間
に
わ
た
り
、
約
２
千

名
を
対
象
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

②
現
任
（
１
）
研
修 

 

〔
５
回
〕

③
現
任
（
２
）
研
修 

 

〔
６
回
〕

 

経
験
９
年
目
ま
で
の
委
員
を
対

象
に
、
高
齢
者
の
セ
ル
フ
ネ
グ
レ

ク
ト
の
実
情
や
要
因
・
背
景
に
つ

い
て
講
義
や
事
例
発
表
に
よ
る
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

一
方
、
１０
年
以
上
の
委
員
を
対

象
と
し
た
コ
ー
ス
で
は
、「
支
え

合
い
の
民
児
協
」
に
つ
い
て
、
班
活

動
の
実
践
を
中
心
に
理
解
を
深
め

る
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

④
会
長
・
副
会
長
研
修
〔
４
回
〕 

⑤
主
任
児
童
委
員
研
修
〔
６
回
〕 

 
 

課
題
別
研
修
コ
ー
ス
で
は
、
受

 

講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望
の
多
か

っ
た
「
発
達
障
が
い
」
を
取
り
上

げ
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
コ
ー
ス
で

は
、
支
援
計
画
を
中
心
に
し
た
個

別
支
援
活
動
の
流
れ
に
つ
い
て
研

修
し
ま
し
た
。 

★
自
主
研
修
★ 

①
事
項
別
部
会
・
主
任
児
童
委
員
部 

会 
 
 
 
 
 
 

〔
各
１
回
〕 

 
 

３
年
間
の
学
習
・
検
討
内
容
の 

ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。 

②
合
同
部
会 

 

一
斉
改
選
後
、
新
部
会
員
を
対 

象
に
部
会
へ
の
取
り
組
み
方
や
事 

項
ご
と
の
基
礎
知
識
を
得
る
た
め 

合
同
部
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

③
新
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

生
活
福
祉
資
金
研
修
会 

〔
東
社
協
と
共
催
・
２
回
〕 

④
協
議
員
研
修 

 
 
 
 

〔
２
回
〕 

各
地
区
民
児
協
会
長
を
対
象
に
、

東
日
本
大
震
災
の
現
実
を
学
ぶ
た 

め
、
現
場
で
活
動
さ
れ
た
方
や
現 

地
を
取
材
さ
れ
た
方
の
お
話
を
伺 

い
ま
し
た
。 

ま
た
、
各
地
区
会
長
が
地
域
人 

 

権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
に
就
任
さ
れ
て 

い
る
こ
と
か
ら
、「
高
齢
者
虐
待
の 

予
防
と
対
応
」
に
つ
い
て
研
修
し 

ま
し
た
。 

①
正
副
会
長
会  

 
 
 
  

〔
１０
回
〕

②
常
務
委
員
会           

〔
１０
回
〕

③
編
集
委
員
会          

 

〔
４
回
〕

④
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会 

宣
言
起
草
委
員
会       

〔
１
回
〕

⑤
民
生
児
童
委
員
普
及
・
啓
発
事
業 

推
進
委
員
会          

 

〔
４
回
〕

⑥
民
生
・
児
童
委
員
協
力
員
事
業
に
関 

す
る
検
討
会          

 

〔
１
回
〕

⑥
支
庁
研
修 

〔
１
回
・
八
丈
支
庁
対
象
〕 

⑦
支
庁
合
同
研
修 

〔
１
回
・
島
し
ょ
委
員
対
象
〕 

⑧
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
〔
１
回
〕 

⑨
民
生
・
児
童
委
員
協
力
員
研
修 

 
  

〔
３
回
〕 

 

新
任
委
員
・
現
任
委
員
そ
れ 

ぞ
れ
を
対
象
に
、
民
生
児
童
委 

員
活
動
の
理
解
の
他
、
長
寿
の 

コ
ツ
や
基
本
的
人
権
に
つ
い
て 

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 ★
派
遣
研
修
・
協
力
研
修
★ 

 
 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連 

 

合
会
が
行
う
全
国
民
生
委
員
児 

童
委
員
大
会
、
リ
ー
ダ
ー
研
修 

会
等
に
委
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
精
神
保
健
福 

祉
セ
ン
タ
ー
主
催
の
研
修
に
も 

区
部
・
島
し
ょ
委
員
に
参
加
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

平成25年度

事業報告・

決算 



                

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
普 

及
・
啓
発
事
業
や
被
災
地
へ
の 

支
援
等
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

          

 
 
 

   
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   
 
 

          

            
 

主
に
会
費
を
財
源
と
す
る
会 

計
で
す
。
一
斉
改
選
に
伴
う
新 

任
委
員
の
会
費
や
関
東
ブ
ロ
ッ 

ク
活
動
研
究
協
議
会
の
分
担
金 

収
入
や
補
助
金
の
他
、
寄
付
金 

収
入
と
し
て
、
統
合
に
伴
う
都 

民
連
・
薫
風
会
の
残
余
財
産
に 

よ
る
収
入
増
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

             

                     

部
会
活
動
助
成
金
の 

一
部
に
充
当
し
て
い
る 

都
共
同
募
金
か
ら
の
配 

分
金
は
、
別
の
会
計
を 

立
て
る
必
要
が
あ
り
ま 

す
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
に 

都
民
連
特
別
会
計
か
ら 

繰
り
出
し
て
処
理
し
ま 

す
。 

    

             
 

東
京
都
か
ら
、
研
修
事
業
や 

普
及
・
啓
発
事
業
な
ど
の
委
託 

を
受
け
て
事
業
を
実
施
す
る
た 

め
の
会
計
で
す
。
25
年
度
は
、 

一
斉
改
選
に
伴
う
新
任
研
修
を 

は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
研
修 

事
業
や
普
及
・
啓
発
事
業
に
取 

り
組
み
ま
し
た
。 

       

 

その他

①
指
定
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
業 

 
 

豊
島
区
長
崎
第
一
地
区
民
児
協 

 

と
小
平
市
民
児
協
で
３
年
間
に
渡 

り
取
り
組
ん
で
き
た
「
班
活
動
」 

の
取
り
組
み
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

②
都
民
連
だ
よ
り
の
発
行
〔
年
４
回
〕 

③
都
民
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営 

④
地
区
民
児
協
研
修
用
視
聴
覚
教
材 

 

の
貸
し
出
し 

⑤
福
祉
関
係
図
書
の
斡
旋 

受託業務特別会計 

に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。 

25
年
度
は
、
各
地
区
に
お
け
る
募 

金
活
動
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ 

ー
ト
の
協
賛
金
、
ミ
ン
ジ
ー
グ
ッ 

ズ
の
頒
布
に
伴
う
募
金
等
を
合
わ 

せ
、
１
３
０
０
万
円
を
超
え
る
ご 

寄
付
を
お
預
か
り
致
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
お
預
か
り
し
た
募
金
を 

取
り
ま
と
め
、
岩
手
・
宮
城
・
福 

島
の
各
県
に
設
置
さ
れ
た
遺
児
・ 

孤
児
支
援
基
金
の
窓
口
に
３
０
０ 

万
円
ず
つ
贈
呈
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
台
風
26
号
に
よ
る
大 

島
町
の
被
害
に
対
す
る
民
児
協
へ 

の
支
援
や
見
舞
金
の
贈
呈
、
台
風 

30
号
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
被
害 

に
対
す
る
支
援
も
行
い
ま
し
た
。 

⑤
第
67
回
東
京
都
民
生
委
員
・
児 

童
委
員
大
会
の
実
施 

⑥
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
事 

 

例
集
「
第
30
集
」
の
作
成
・
配
布 

⑦
民
生
委
員
児
童
委
員
手
帳
の
作 

成
・
配
布 

⑧
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
実
績 

お
よ
び
民
児
協
活
動
実
績
の
集 

計
分
析 

決算 

都民連の会

計は３本立

てです。

皆
様
か
ら
お
納
め
い
た
だ
い

た
会
費
を
財
源
と
し
た
会
計
で

す
。
部
会
活
動
や
各
種
会
議
等
。

自
主
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
斉
改
選
に
伴
い
、
例
年
に
比

べ
、
都
民
連
会
費
が
約
一
千
万
円

の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

関
係
法
人
の
解
散
に
伴
う
残
余

財
産
を
受
け
入
れ
た
た
め
、
会
計

単
位
間
繰
入
金
が
七
千
万
超
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

①
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
活
動 

強
化
週
間
の
取
り
組
み 

活
動
強
化
週
間
に
合
わ
せ
て
、 

約
１
千
名
の
委
員
が
新
宿
通
り
を 

パ
レ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、
各
区 

市
町
村
に
お
い
て
も
パ
ネ
ル
展
示 

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な 

ど
、
都
内
１
万
人
余
の
委
員
が
一 

丸
と
な
っ
て
普
及
・
啓
発
活
動
に 

取
り
組
み
ま
し
た
。 

②
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

 

合
唱
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

の
実
施 

東
日
本
大
震
災
子
ど
も
応
援
募 

金
に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
の 

機
運
を
高
め
る
と
と
も
に
、
各
地 

区
民
児
協
が
交
流
で
き
る
場
と
し 

て
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

③
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委 

員
活
動
研
究
協
議
会
の
開
催 

 
 

7
月
1
日
・
2
日
の
二
日
間 

に
わ
た
り
、
関
東
近
県
の
委
員
を 

東
武
ホ
テ
ル
・
レ
バ
ン
ト
東
京
に 

お
迎
え
し
て
、
委
員
同
士
の
研
さ 

ん
を
深
め
、
交
流
す
る
機
会
と
し 

て
開
催
し
ま
し
た
。 

④
被
災
地
支
援
の
取
り
組
み 

ま
ず
、
震
災
に
よ
る
遺
児
・
孤 

児
の
支
援
の
た
め
、
東
日
本
大
震 

災
子
ど
も
応
援
募
金
の
呼
び
掛
け 

⑨
東
京
都
物
故
民
生
児
童
委
員
追
悼 

式
の
挙
行 

⑩
物
故
民
生
児
童
委
員
へ
の
弔
意 

⑪
全
国
民
生
委
員
互
助
事
業
の
実
施 

⑫
財
団
法
人
東
京
都
民
生
委
員
事
業 

協
会
か
ら
の
承
継
事
務 

⑬
社
会
福
祉
法
人
東
京
都
民
生
委
員 

薫
風
会
の
解
散
並
び
に
清
算
結
了 

⑭
東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会
懇 

話
会
の
運
営
協
力 

⑮
関
係
機
関
・
団
体
へ
の
参
加
協
力 

 

以
上
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
に 

必
要
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

25
年
度
は
、
東
社
協

と
の
統
合
初
年
度
で
あ

っ
た
他
、
一
斉
改
選
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
研
究

協
議
会
の
東
京
都
開
催
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
の
開
催
や
ミ
ン
ジ

ー
グ
ッ
ズ
の
作
成
・
頒
布

な
ど
が
主
な
特
徴
で
す
。

支出
4,017,200

収入

4,017,200

助成金支出

4,017,200

事業費支
出 0

共同募金
配分金収

入

１,000,000

経理区分間
繰入金収入

3,017,200

（単位:円）

都民連特別会計 

共同募金配分金 

事業特別会計 

支出
56,069,164

収入
56,069,164

支出
4,017,200

収入
4,017,200

共同募金
配分金収入
1,000,000

人件費
24,064,827事務費

5,444,711

助成金等
1,790,000

負担金
26,721,600

補助金
5,251,478

都民連会費
65,944,800事業費

47,327,561
事業収入・
負担金収入
54,314,150

寄付金収入
230,627,235

資金収支差額
254,266,936

都民連会費
65,944,800事業費

47,327,561
事業収入・
負担金収入
54,314,150

寄付金収入
230,627,235

資金収支差額
254,266,936

その他の収入
8,229,328

助成金支出
4,017,200 経理区分間

繰入金収入
3,017,200

共同募金
配分金収入
1,000,000

助成金支出
4,017,200 経理区分間

繰入金収入
3,017,200

（単位：円）

（単位：円）

人件費
20,444,238

事業費
32,960,883

受託金収入
56,069,164

人件費
20,444,238

事業費
32,960,883

受託金収入
56,069,164

繰入金支出
1,032,436

事務費
1,631,607

支出
364,366,991

収入
364,366,991

（単位：円）

その他の支出
4,751,356
その他の支出
4,751,356



　　

担
当
区
域
の
中
学
校
で
教

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

す
る
上
田
さ
ん
。
こ
の
教
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
教
育
委
員
会

と
学
校
が
地
域
の
教
育
力
を
活

用
し
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

児
童
の
生
き
る
力
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
東
大
和
市

独
自
の
制
度
で
す
。

　

上
田
さ
ん
は
以
前
か
ら
教
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
学
校
側
か

ら
平
成
14
年
に
「
ぜ
ひ
や
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
依
頼
さ
れ
、

応
じ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

理
由
を
お
聞
き
す
る
と
、「
自

分
の
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
た
大

好
き
な
地
域
へ
の
恩
返
し
の
気

持
ち
と
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に

も
同
じ
よ
う
に
地
域
を
好
き

に
な
り
、
学
校
に
い
る
時
間
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
の
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
で
教
室
で
の
授
業

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
生

徒
を
支
援
室
に
登
校
で
き
る

よ
う
働
き
掛
け
、
一
緒
に
な
っ

て
勉
強
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り

や
相
談
に
乗
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
そ

し
て
、
何
か
ひ
と
つ
で
も
学
ん

で
、
自
信
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
願
い
を
込
め
て
、「
今
日

も
よ
く
来
た
ね
。あ
り
が
と
う
」

と
声
を
掛
け
る
そ
う
で
す
。

　

小
学
校
で
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
す
る
活
動
も
25
年
以

上
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
興
味
を
持
て
る
絵
本
を

選
び
、
優
し
い
声
で
お
話
し

し
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
は
大

人
気
で
、
一
人
ひ
と
り
の
顔
や

性
格
を
知

り
、
つ
な
が

り
を
持
つ
こ

と
も
で
き
ま

し
た
。
そ
し

て
、
中
学
校

で
再
会
す
る
と
「
ど
う
し
て
い

る
の
」
と
不
思
議
そ
う
に
話
し

て
く
る
そ
う
で
す
が
、
教
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
を
説
明
す

る
と
、
真
剣
に
話
を
聞
い
て
理

解
し
協
力
し
て
く
れ
る
そ
う
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
つ

な
が
り
を
持
て
る
こ
と
が
上
田

さ
ん
の
や
り
が
い
で
す
。

　

東
社
協
で
は
施
設
部
会
、

社
協
部
会
、
都
民
連
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
選
任
し
た
委
員
か
ら

な
る
「
暴
力
・
虐
待
を
生
ま
な

い
社
会
づ
く
り
検
討
委
員
会
」

に
お
い
て
、
平
成
25
年
11
月

に
児
童
・
女
性
福
祉
施
設
を

対
象
に
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
1
0
6
施
設
が
回
答
し

（
回
収
率
75
・
7
％
）、
入
所
前

に
暴
力
・
虐
待
を
受
け
た
経

験
の
あ
る
4
9
5
ケ
ー
ス
（
回

答
施
設
が
5
ケ
ー
ス
を
選
定

し
、
施
設
職
員
が
回
答
）
を

分
析
し
ま
し
た
。

支
援
の
存
在
を「
知
ら
な
い
」

　

ま
ず
、「
暴
力
・
虐
待
を
早

期
に
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
要

因
」
で
は
、「
他
の
人
に
知
ら
れ

た
く
な
か
っ
た
」
は
12・
8
％
に

と
ど
ま
る
の
に
対
し
、「
暴
力
・

虐
待
を
相
談
で
き
る
人
・
機
関

を
知
ら
な
か
っ
た
」が
40・0
％
、

「
自
分
が
受
け
て
い
る
こ
と
を
暴

力
・
虐
待
だ
と
認
識
し
て
い
な

か
っ
た
」
が
34・
3
％
で
し
た
。

こ
の
結
果
は
、「
知
ら
れ
た
く

な
い
」
の
で
は
な
く
、
支
援
が

得
ら
れ
る
こ
と
を
「
知
ら
な
い
」

と
い
う
実
態
を
表
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
で
き
る
こ
と
が
あ
る

　

各
ケ
ー
ス
の
暴
力
・
虐
待

の
発
生
原
因
を
分
析
す
る
と
、

医
療
や
経
済
面
な
ど
専
門
的

な
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
だ

け
で
な
く
、「
地
域
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
少
な
い
」、「
相
談

の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」、「
孤

立
し
て
い
る
」
な
ど
、
身
近
な

人
が
少
な
か
ら
ず
力
に
な
れ

る
可
能
性
の
あ
る
ケ
ー
ス
も
み

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
暴
力
・
虐

待
を
地
域
で
未
然
に
防
ぐ
上

で
、「
地
域
住
民
に
で
き
る
こ

と
が
あ
る
」
と
90
・
6
％
の
施

設
が
回
答
し
ま
し
た
。
暴
力
・

虐
待
は「
専
門
家
の
領
域
」「
家

庭
の
問
題
」と
し
て
で
は
な
く
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
で

具
体
的
に
支
援
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
三
鷹
市
で
は
民

生
児
童
委
員
と
の
協
働
に
よ

り
、
平
成
23
年
度
か
ら
民
生

児
童
委
員
が
生
後
4
か
月
ま

で
の
乳
児
が
い
る
家
庭
に
絵
本

を
携
え
て
訪
問
す
る
「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
を
実
施

し
、
家
庭
と
地
域
社
会
を
つ
な

ぐ
最
初
の
機
会
を
つ
く
り
、
孤

立
を
防
い
で
い
ま
す
。

　

東
社
協
で
は
今
回
の
報
告

を
踏
ま
え
、
地
域
で
暴
力
・
虐

待
を
未
然
に
防
ぐ
ア
プ
ロ
ー
チ

方
法
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

「子どもたちの
成長とつながり」
東大和市主任児童委員

上
うえ

田
だ

 みどり さん
（紹介者 : 塚﨑委員）

暴力・虐待を未然に
防ぐアプローチに
関する調査報告

キラリ ☆この人

東社協
コーナー
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Report

活動記録
あれこれ

　東京都民生児童委員連合会では、東日本大震災により親を亡くした遺児・孤児を支援するための「子ども
応援募金」に取り組み、各地区の民児協では、この募金の呼び掛けにご尽力いただいております。
　今回は、「東日本大震災子ども応援募金」に伴う活動をはじめ、災害時要援護者実態調査や災害マップ作り
など災害に関連した活動の記入について確認していきましょう。

日・曜日 活　動　概　要

その他の活動件数 連絡調整回数 訪問回数
調

査

・

実
態
把
握

行
事・事
業・会
議

へ
の
参
加
・
協
力

地
域
福
祉
活
動
・

自

主

活

動

民

児

協

運
営
・
研
修

訪

問

・

連
絡
活
動

そ

の

他

委
員
相
互

そ
の
他
の

関
係
機
関

（１） （2） （3） （４） （7） （８） （9） （10）

3日（水）
行政から依頼された災害時要援護者実態調査の
ため、3軒を訪問。うち1件は調査不要（調査拒
否）とのことだった。

4日（木）
民児協で企画された災害時要援護者マップ作成
のため、自宅で要援護者の情報を地図に書き込
んだ。結果を民児協会長に届けに伺った。

16日（火） 民児協と町会が共催して行う避難訓練に参加し
た。

22日（月） 東日本大震災子ども応援募金のため、街頭で募
金活動行った。

災害関連に関する活動の記入について

＊	 3日	：	災害時要援護者実態調査等の調査活動は「調査・実態把握（1）」に記入します。
	 	 	また、活動記録では調査を拒否された場合も、調査活動を行った結果が拒否されたと考え、計上します。
＊	 4日	：	民児協内部の会合や研修等への参加、準備（打合せ、作業）に伴う活動は、「民児協運営・研修（4）」に記入します。ここでは、

災害時要援護者マップ作りの活動を計上しています。
＊	16日	：	 �他機関・他団体と民児協が共催して行う活動や、民児協（都民連）が主体となって行う対住民向けの活動は、「地域福祉活動・自主活動（3）」に記入します。

※赤い羽根共同募金等の他機関が主体となって行う活動に協力する場合は、「行事・事業・会議への参加・協力（2）」に記入します。

22日

厚生労働省　こいのぼり掲揚式
4月21日（月）、児
童福祉週間にあわ
せて開催された「こ
いのぼり掲揚式」。
子どもたちと元気
いっぱいこいのぼ
りを揚げ、民生児童
委員のアピールも
ばっちり!

オレンジリボンフォーラム　
子どもの虐待防止を呼び掛け
る標記フォーラムの壇上でミ
ンジーも紹介されました!
これからも児童委員のPR大

使として活躍し
たいと思います!

今号からは「100年のあゆみから学ぶ」をはじめ、
新コーナーがスタート致しました。
編集委員会では、少しでも皆さんに読んでいただ

けるように委員の中からたくさんのアイデアが出さ
れ、心強い限りです。今号の表紙は私の地元、江東
区深川八幡祭りです。今年は本祭りで、8月17日に
は53基の神

み こ し

輿連合渡
と

御
ぎょ

があります。

� 佐
さ

藤
とう

　靖
やす

子
こ

田邊　房代	 （新宿区）	 石塚　洋子	（荒川区）
諏訪　節子	 （渋谷区）	 権藤　京子	（杉並区）
佐藤　靖子	 （江東区）	 清水　邦夫	（日野市）
堂垣内トモ子	（三鷹市）	 塚﨑　佳子	（東大和市）
小島　博幸	 （青梅市）

市東  和子・池永  和子
（都民連副会長：広報担当）

東京都民生児童委員連合会
〒162-0823  
新宿区神楽河岸1-1 セントラルプラザ4階
TEL：03（3235）1163　FAX：03（3235）1169
E-mail：tominren@tcsw.tvac.or.jp
年4回発行　印刷：株式会社トライ

発 行

編集委員

編集協力

編集後記

ミンジーレポートミンジーレポートミンジーレポート

※ミンジーの出張をご希望の地区は、会長や行政を通して、都民連までご連絡ください。
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